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編 集 後 記
昭和41年度ノ日本泌尿器科学会総会 ヲ引キ受ケル事ガ39年春二決ツテカラ 教壼内ニハー種ノ
雰囲気ガ生マレ 同年秋頃カラ 徐々二 準備状態二入ツタ。毎週 水曜ノ朝 半時間 ト 土曜
ノ午後1-2時 間 ヲ準備会二当テル事ニシタ 先ズ 宿題報告 ノ題 目二就テ考エタガ 仲々決マ
ラズ10月 下旬ニナツテ 漸ク 「尿石症」二関スルモノト決メタ10年 前二行ナツタ全国統計以
後ノ状況モ知 リタイノデ ソノ統計ノタメ依頼交ヲ書イタ.11月中旬二外国学者招請二就テ数氏
ヲ考工 滞米中ノ友吉講師ニモ相談シタ12月 ニナツテ 総会場 会期 シソポジウム 特別講
演者等二就テ大体ノ構想ガ決マリ コレデ骨格ガ アラマシ出来テ 昭和39年ガ暮レ40年 二入
ツタ 新年早々カラ 構想 ヲ実行二移シ始メタ シソポジウム パネルデイスカッション ノ題
目 司会老 発言老等ヲ決メテ 依頼状ヲ出シ 特別講演者ニモ 同様二依頼状 ヲ出シタ.従来
カラ学会ノ運営二就テ考エテイタ事ガアルノデ コノ度ハ必ズシモ習慣二捉 ワレズニ アル程度
ノ新機軸 ヲ出シテ ミヨウト思ツタ ソノーツトシテColloquiumヲ開ク事 ヲ考エ ソノ テーマ
座長 ヲ決メ 主旨ノ説明書ヲ添エテ 座長へ依頼シタ.外国学老ハ 結局Schlegel教授 ト岐阜
医大後藤教授推薦ノGlenn教授 トニ決ツタ 日本学者 トシテハ 京大医化学ノ早石教授ニオ願
イシタ1月 下旬カラ2月 ニカケテ 依頼シタ各氏カラ続々ト承諾 ノ手紙ヲ貰ツタガ コレハ実
二嬉シイ事デアツタ2月 下旬二日本泌尿器科学会本部へ最初ノ会告原稿 ヲ送 ッタ コレハ同誌
5月号二掲載セラレタ 更二6月号8月 号ニモ詳細ナ会告ヲ発表スル事 ガ出来タ コノ間5
月ニハ仙台ノ総会二出席シテ 参考ニナル多クノ点ヲ得タ コノ頃ニハ 尿石症 ノ実験的研究ハ
着々 ト成果ヲ挙ゲ始メタガ 統計ノ仕事ハ 集計スルノニ日数ヲ要シタ 丁度 教室ノ移転 ト重
ナツタガ コレニモ負ケズニ教室員一同頑張ツタ11月 中旬ニナル ト演題申込モ続々 ト到着シ
昭和41年ニナツテ イヨイヨ具体的ノ準備二入ツタ 然シ種々ノ書類ノ到着ガ遅 レル事ガァリ
マタ 従来ノ方法 ト変ツタ点ガアリ ソレガ徹底シテイナイ事ガアリ 会告等ハアマリ注意シテ
読マレテイナイヨウニ思ワレル事モアツタ 然シ会員諸氏ノ御協力ニヨツテ大過ナク終了シ得タ
ガ 運営方針等二就テ大方ノ御批判ヲ頂キタイ(昭和41年5月).




3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業の別,
送金方法を御記入の上編集部宛.
投 稿 内 規
1.原稿の種類は綜説,原 著,臨床報告,そ の他.寄 稿者は会員に限る.
2.原 稿の長さは制限しないが簡潔にする.
3.原 稿は横書き,当用漢字,平 仮名,新 仮名使いを用い,片 仮名には括孤を要 しない.400
字詰原稿用紙を用いること.附表,附図はなるべく欧文にすること.
4.交 献の書式は次の如くする.著者名:誌 名,巻 数:頁 数,年 次.
例.1)中野:泌 尿紀要,1:110,昭30.2)Lazarus,J.A.:J.UroL,45:527,1941.
5.欧 文抄録を記 し,之には欧文の標題,所属機関名,ロ ーマ字著者名を附け,な るべくタィ
ブライターを用いること.希望の場合は当編集部にて翻訳する.抄録用の原稿を送ること.翻訳
の実費は申受ける.




8,原稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部宛,書 留便.
